
評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 備考

〈組織的な学校運営〉 【努力指標】　 提案を配慮し組織的に対応した割合が 主担当：総務部

Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上 評価方法：教師アンケート調査
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満 実施時期：７月　１２月

〈教職員研修〉 【成果指標】　
提案を受けて実践に結びつけられた学級
数が 主担当：教育推進部

Ａ：12学級
Ｂ：10～11学級 評価方法：教師アンケート調査
Ｃ：８～９学級
Ｄ：７学級以下 実施時期：10月　　1月初め

〈危機管理〉 【成果指標】　 研修や訓練回数が各学期に， 主担当：総務部
Ａ：３回以上
Ｂ：２回 評価方法：回数の集計調査
Ｃ：１回
Ｄ：０回 実施時期：各学期末

〈授業改善〉 【努力指標】　
指導と評価をPDCAを通して行えたとする
教師の割合が 主担当：教務部

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上 評価方法：教師アンケート調査
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満 実施時期：７月　１２月

〈活用する力の育成〉 【成果指標】　 評価テスト（活用）の到達度平均が 主担当：教育推進部
Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上 評価方法：評価テストの結果
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満 実施時期：12月

〈基礎基本の習熟〉 【成果指標】　 漢字・計算の評価テストの達成度平均が 主担当：教務部
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上 評価方法：漢字-普段の小テスト
Ｃ：７０％以上 計算-学期末の評価テスト

Ｄ：７０％未満 実施時期：７月　１２月
〈楽しい学級〉 【成果指標】 楽しい学級だと感じている児童の割合が 主担当：教育推進部

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上 評価方法：児童アンケート調査
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満 実施時期：６月　１１月　２月

〈読書活動の充実〉 【成果指標】　 おすすめ10冊を読み終えた（高：8冊以
上）児童の割合が 主担当：教育推進部

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上 評価方法：読書冊数の集計調査
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満 実施時期：10月　　1月初め

〈主体性の育成〉 【成果指標】　 自主的活動を１回以上行った委員会が 主担当：生徒指導部
Ａ：全11委員会
Ｂ：９～10委員会 評価方法：教師アンケート調査
Ｃ：７～８委員会
Ｄ：６委員会以下 実施時期：１０月　２月

〈体力づくり〉 【成果指標】　 新体力テストで得点が低かった項目の測
定伸び率 主担当：健康安全部

Ａ：２５％以上
Ｂ：２０％以上 評価方法：測定値調査
Ｃ：１５％以上
Ｄ：１５％未満 実施時期：６月　１１月

〈基本的な生活習慣の確立〉 【成果指標】　 規則正しい生活習慣を身に付けている児
童の割合

主担当：健康安全部

Ａ：８５％以上
Ｂ：７５％以上 評価方法：健康生活カードの集計調査

Ｃ：６５％以上
Ｄ：６５％未満 実施時期：７月　１０月

〈安全能力の育成〉 【成果指標】 けが発生率の減尐，前年比 主担当：健康安全部
Ａ：２０％以上
Ｂ：１５％以上 評価方法：治療記録の集計調査
Ｃ：１０％以上
Ｄ：１０％未満 実施時期：７月　１２月　２月

〈社会性の育成〉 【成果指標】　 児童があいさつをするようになった感じ
ている教師・保護者の割合が 主担当：生徒指導部

Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上 評価方法：保護者アンケート調査
Ｃ：６０％以上 　　　　　教師アンケート調査

Ｄ：６０％未満 実施時期：６月　１１月　２月

〈教育活動の公開と改善〉 【満足度指標】 アンケート結果で改善を要する項目のう
ち、向上した項目の割合が，

主担当：総務部

Ａ：全ての項目で
Ｂ：８割の項目で 評価方法：保護者アンケート調査
Ｃ：６割の項目で
Ｄ：５割以下の項目で 実施時期：６月　１１月　２月

〈経営方針や教育活動の啓発〉 【満足度指標】
学校の方針や様子が伝わっていると感じ
る保護者の割合が， 主担当：総務部

Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上 評価方法：保護者アンケート調査
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満 実施時期：６月　１１月　２月

②
　
確
か
な
学
力
の
育
成

各自が教科を決め，指導と
評価の一体化を図った授業
実践を行なっている。

　平成２２年度　　　　　　　　　小松市立串小学校　学校評価計画

⑤
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学校ではもちろん，家庭や
地域でも，児童が身近な人
に進んであいさつをしてい
る。

保護者・地域の意見を学校
改善に生かしている。

保護者に学校の経営方針や
教育活動が理解されてい
る。

学校・家庭・地域が連携して，日常的に自然
で明るいあいさつができる児童を育成する。

学校の教育活動を積極的に公開し，保護者・
地域の意見を受け止め，家庭・地域と連携し
た信頼される学校づくりに努める。

学校からの発信を充実させ，保護者に学校の
経営方針や教育活動を伝え，理解と協力を得
る。
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①
　
組
織
的
な
学
校
運
営

各主任が中核となり現状課題に対する改善提
案をして，教職員各々が校務に責任をもち，
一丸となって学校教育目標の具現化を図る。

教職員は，積極的に研修に努め，その成果を
他の教職員と共有し，本校にとって有効なも
のを共通理解し実践に結びつけていく。

内在する学校危機を想定した研修や訓練と，
日常的に危機を意識化することにより，危機
の未然防止と危機に対しては迅速で適切な対
応を行なう。

実態把握と現状課題に対す
る取り組み提案がされ，組
織的に対応している。

紙面を伴う研修報告を行
い，成果を共有して，本校
にとって有効なものを実践
に結びつけている。

危機を想定した研修・訓練内
容を共通理解し，日常的なイ
メージトレーニングを通して
学校危機を回避している。

児童は，日常的に安全に留
意し，事故や怪我の防止に
心掛けている。

ねらいを明確にして，形成的な評価を大切に
して，指導と評価の一体化を図った授業を行
なう。

朝読書の充実と「おすすめ
１０冊」をすべて読み終え
るよう取り組んでいる。

新学習指導要領を熟知し，指導方法を工夫
し，児童に思考力・判断力・表現力等の活用
する力を育てる授業実践をする

体育授業の充実とスポチャレや一校一プラ
ン，異学年交流等年間を通した体力づくりの
取り組みを進め，運動の日常化と体力の向上
を図る。

家庭と連携して，規則正しい生活習慣の確立
を図り，望ましい生活リズムを身に付けた児
童を育てる。

学校内外を問わず，危険を察知し，自分の身
は自分で守る能力を育てる。

児童会を中心として，生活
目標の達成や規範意識の向
上に向けて，自主的な取り
組みを進めている。

ドリルタイムを中心に，繰り返し習熟学習を
進め，基礎基本の知識・技能の定着を図る。

授業を中心に，認め合い，励まし合う人間関
係力を向上させ，活き活きと楽しい学級づく
りをする。

伝統ある読書活動を基盤に，学校の実態に合
わせた取り組みを充実させ，進んで本に親し
む環境を整備し，豊かな情操を養う。

　■　　　　部　本年度重点事項

自　　己　　評　　価

体育の授業を中心として，
年間を通した体力づくりの
取り組みで，体力が向上し
ている。

学校と家庭が連携した取り
組みの中で，児童が規則正
しい生活習慣を身に付けて
いる。

③
　
豊
か
な
心
の
育
成

児童が学年を越えた様々な取り組みの下で，
主体的に生活目標達成に向けて取り組んだ
り，規範意識を高め合ったりできるように指
導を工夫する。

算数科を中心に学校研究とも
からめ，活用する力を育成す
る授業実践を行なっている。

漢字・計算等の習熟指導を
行い，基礎基本の知識・技
能の定着を図っている。

授業を中心に，認め合い，
励まし合う人間関係が高ま
り，児童が楽しく学級生活
を送っている。




